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「事業の⽬的」
⼤学・⾼等専⾨学校においてデジタル技術を積極的に取り⼊れ、「学修者本位の教育の実現」、「学びの質の向上」に資するための取組にお
ける環境を整備し、ポストコロナ時代の⾼等教育における教育⼿法の具体化を図り、その成果の普及を図ることを⽬的としています。
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⼤学・⾼専からの申請54件の事業を採択
⽂部科学省 デジタルを活⽤した⼤学・⾼専教育⾼度化プラン
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プランを実現するには︖

• AI分析
• ⾼価なGPU搭載のサーバーが必要
• ⾼い消費電⼒
• 技術⾰新のスピード

• デジタルコンテンツの他⼤学との共有・活⽤
• 増え続けるデータの取り扱い
• 安全なデータの共有
• 様々な環境、デバイスからのデータへのアクセス
• 想定が難しい、アクセス負荷

パブリック・クラウドが得意としている領域
© 2021 NetApp, Inc. All rights reserved.  
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パブリッククラウドを使えば

• AI分析
• ⾼価なGPU搭載のサーバーが必要
• ⾼い消費電⼒
• 技術⾰新のスピード

• デジタルコンテンツの他⼤学との共有・活⽤
• 増え続けるデータの取り扱い
• 安全なデータの共有
• 様々な環境、デバイスからのデータへのアクセス
• 想定が難しい、アクセス負荷

ü使いたいだけリソースを確保できる

ü使わなければ費⽤はかからない

ü最新のスペックを⼿に⼊れることができる

üクラウドのサービス（解析サービスなど）も使える

ü容量は事実上無制限

üデータ保護への対策（バックアップ、災害対策）

ü様々なデバイスからのアクセスに対応

üベストプラクティスに沿ったセキュリティ対策
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⼤学内に蓄えられている学⽣さんのプライバシーデータ、
どのようにして安全にクラウドまで運ぶのか

データを⾃分たちで管理できるのか、安全に保管できるのか

確かにほしいリソースは利⽤料さえ払えばいくらでも⼿に⼊るが、
増え続けるコストに対しての対策は︖
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でも、こういった⼼配もあります
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クラウドを活⽤するためには、
⾃分たちの環境にあるデータを
安全に、効率よく届けられる
インフラ環境が必要
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必要としている⼈に、必要なタイミングで、必要な場所にデータを届けるインフラ環境

パブリック
クラウド

マルチ
クラウド

NetApp
Data Fabric

データアクセスと制御データ保護と
セキュリティ

⼤学

ネットアップ データファブリック

⾼等専⾨学校

ONTAP ONTAP

ONTAP
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そのデータは
⾃らの管理の⼿が届く範囲で
安全に保管できることが重要
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独⾃OS 「ONTAP」 を搭載したVMインスタンスにより、標準ストレージよりも⾼いコスト効率で、ハイブリッド/マルチクラウドを実現
パブリッククラウドで稼働するONTAP、Cloud Volumes ONTAP（CVO）

仮想ディスク（SSD/HDD）

オブジェクトストレージ

アクセス頻度の低いデータは、低コストな
オブジェクトストレージに⾃律的に格納

ストレージ効率化機能で容量消費を抑制

仮想マシンインスタンス（独⾃OS「ONTAP」搭載）

NFS, SMB/CIFS, iSCSI に対応
CIFS iSCSINFS ユーザーボリューム

クライアント

HA構成可（※1）、 CloudManagerで管理

※1︓Microsoft Azure, AWS, Google Cloudで対応。

Cloud Volumes ONTAP（CVO）の概要

時間

容
量
消
費

時間
容量消費が⼤きく⾼コスト

容
量
消
費

効率化機能でコストを最適化

圧縮・重複排除等

標準的なクラウドストレージ ネットアップ CVO

機能

提供価値

1. NFS, CIFS、iSCSI に対応したユニファイドストレージ
2. クラウド上でVMインスタンスとして動作（HA構成も可能）（※1）

3. ONTAPハードウェア製品（FAS/AFF）と同等の機能を提供
4. 時間従量課⾦制（PAYG）と定額制（BYOL）の2種類

1. 重複排除や圧縮等の優れたストレージ効率化機能により、ネイティブスト
レージと⽐較して3倍以上のストレージ効率を実現可能

2. ハイブリッド/マルチクラウドにおけるデータモビリティを実現
3. データの暗号化・コンプライアンス要件にも対応
4. 統合管理SaaS「Cloud Manager」により構築運⽤保守を容易に
5. Web APIにより Infrastructure as a Code も実現可能

簡易サイジングツール（AWS, Azure, GCP）

TCO概算ツール
（AWS）

TCO概算ツール
（Azure）

TCO概算ツール
（GCP）

https://cloud.netapp.com/cvo-sizer


• 各学校内で閉じられていたデータを、安全にクラウドへ移動

• VMware環境を、Google Cloudでもそのまま利⽤（GCVE）

• Google Cloudが持つ、各種サービスからデータを
利⽤することも可能

• データ削減技術、階層化技術を使いコストを最適化

NFS/iSCSI

データストア
ネットワーク
ドライブ/
ファイルサーバ

ESXi Hosts

NFS CIFS

⼤学内の環境

VMware Engine Service

Cloud Volumes ONTAP

ネットワーク
ドライブ/
ファイルサーバ

GCE PD

SnapMirror

Cloud Volumes ONTAP

データストア

GCE PD

GCVE ESXi Hosts

NFS/iSCSI

Customer-managed VPCNetApp FAS/AFF

NFS CIFS

NSX-T
Gateway

SnapMirror

VPN or Interconnect

Google Cloud
各種サービス
からデータを

利⽤

デ
ー

タの
活

⽤

暗号化

暗号化

クラウド環境

⾃動階層化
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⼤学の仮想基盤とGoogle Cloudとの連携による教育データの活⽤

データ削減テクノロジー

データ削減テクノロジー
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Compute Engine

BigQuery

Cloud Storage



© 2021 NetApp, Inc. All rights reserved. 9

Spot by NetApp は、クラウドが提供する様々なコンピューティングリソースの
購⼊モデルを活⽤して、優れたクラウド⽀出削減・最適化を実現。

クラウド⽀出削減・最適化サービス（成果報酬型サービス）
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需要に対して供給過多、かつ調達単価の調整もしていない
⇒ 無駄なクラウド⽀出が発⽣

需要にあわせて柔軟に供給を調整、かつできるだけ低単価で調達
⇒ クラウド⽀出を最適化

供給︓プリエンプティブル VM （オンデマンドの最⼤90%割引）
供給︓オンデマンドVM
需要

供給︓オンデマンドVM
需要

供給︓オンデマンドVM（無駄になっている部分）

⽀出最適化なし Spot by NetApp

Spot by NetApp によるクラウド⽀出削減・最適化（イメージ）

時間時間



DXを推進する上で、パブリッククラウドの活⽤は必須
⼤学内に蓄えられているデータを、安全に効率よくクラウドに持っていく⽅法が必要
またクラウドに上げたデータは、⾃分たちの⼿で安全に管理できる状態であることが重要
クラウドはリソースは無限⼤にあるが、使えば使うだけコストがかかる。
適切なコスト最適化の⽅法が必要
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Key Takeaways

Google Cloudと連携する、ネットアップの
データ・ファブリック・サービスを、ご活⽤ください
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Thank you.
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